
オープンイノベーション協議会 ワークショップ 

「効果的な産学連携を進めるには」（第１日） 

 

 

１．日  時 2015年 7月 8日（水） 14:00～18:00（13：30受付開始） 

  （17:00～18:00コーヒー・ネットワーキング・セッション） 

 

２．場  所 ＮＥＤＯ本部（川崎） 21階会議室 

       

３．プロジェクトディレクター 

大津留 榮佐久（おおつる えいさく）氏 

（九州大学ビジネススクール 客員教授） 

 

４．プログラム（敬称略） 

（１）開会（14:00～14:10） 

   国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

                                 理 事 中山 隆志 

   

（２）リードスピーチ（14:10～14:40） 

九州大学ビジネススクール 客員教授  大津留 榮佐久 

 

（３）パネルディスカッション（14:50～16:50） 

【パネラー】（機関名 50音順） 

  アライアンス・コア株式会社 ＣＴＯ         栗原 啓志郎 

大阪ガス株式会社 技術戦略部 ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ室長  松本   毅 

群馬大学 産学連携・共同研究ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 教授   伊藤 正実 

【モデレータ】 

九州大学ビジネススクール 客員教授  大津留 榮佐久 

         

 

※ネットワーキング・セッション（17:00～18:00） 

   

以上 

 

 

 



オープンイノベーション協議会 ワークショップ 

「効果的な産学連携を進めるには」（第２日／全３回） 

 

１．日  時 2015年 9月 3日（木） 14:00～18:00（13：30受付開始） 

 

２．場  所 ＮＥＤＯ本部（川崎） 21階会議室 

       

３．プロジェクトディレクター 

九州大学ビジネススクール 客員教授           大津留 榮佐久 氏 

 

４．グループワーク・ファシリテーター（機関名 50音順） 

アライアンス・コア(株) ＣＴＯ          栗原 啓志郎 氏 

大阪ガス(株) 技術戦略部 ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ室長     松本   毅 氏 

群馬大学 産学連携・共同研究ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 教授  伊藤 正実 氏 

 

５．プログラム 

（１）１日目の振り返りと本日のガイダンス（14:00～14:10）                  

（２）グループワーク（14:10～15:40） 

７グループ（属性別）に分かれて産学連携の課題・制約を抽出した上

で要因等について議論します（各グループのリーダー（司会進行）は事務

局が指名します。書記、発表者各１名を話し合いでお決め下さい） 

      ＜担当ファシリテーター＞ 

Ａ，Ｂ，Ｃ：松本／Ｄ，Ｅ：栗原／Ｆ，Ｇ 伊藤 

 

（３）各グループからの発表と質疑応答（15:50～17:10） 

８グループ（発表時間５分、質疑応答５分） 

 

（４）全体討議（17:10～18:00） 

 

 

以上 

 

 

 

 



オープンイノベーション協議会 ワークショップ 

「効果的な産学連携を進めるには」（第３日／全３回） 

 

１．日 時 2015年 9月 29日（火） 14:00～18:00（13：30受付開始） 

 

２．場 所 ＮＥＤＯ本部（川崎） 21階会議室 

       

３．内 容 効果的な産学連携を進めるには（解決策の検討） 

      グループワーク（混成）と全体討議を行い、第２日で抽出された

課題・制約の解決策を討議いたします。 

 

４．プロジェクトディレクター 

九州大学ビジネススクール 客員教授           大津留 榮佐久 氏 

 

５．グループワーク・ファシリテーター（機関名 50音順） 

アライアンス・コア(株) ＣＴＯ          栗原 啓志郎 氏 

大阪ガス(株) 技術戦略部 ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ室長     松本   毅 氏 

群馬大学 産学連携・共同研究ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 教授  伊藤 正実 氏 

 

６．プログラム 

  （１）これまでの振り返りと本日のガイダンス（14:00～14:10） 

（２）グループワーク（14:10～15:40） 

・１グループ６～７名程度、８グループに分かれて討議いただきま

す。（産学・分野混成グループ） 

・プロジェクトディレクター大津留先生が各グループを巡回します。 

・講師の伊藤先生、栗原様、松本様に各グループにおけるアドバイザ

ーとして参加・助言頂きます。 

 

（３）各グループからの発表と質疑応答（15:50～17:10） 

・８グループ（発表時間５分、質疑応答５分） 

 

  （３）全体討議（17:10～18:00） 

           ・各グループから討議の内容を報告いただいた後に、大津留先生の進

行により会場全体で討議を行います。 


